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はじめに  

 

 当事者が予期しなかった事態の発現後、そのまま法律行為を維持し続けること

のリスクを解消するための手段として、民法 95 条は幅広い事例に適用されてき

た１。しかし、本来、判例理論が前提としている二元説からは、当事者が上記の

ようなリスクに備えた合意している場合には、95 条の適用に優先して、当該合

意の効力に基づき契約が解消されるのが望ましいはずである。こうした観点か

らは、判例における同条の適用につき、疑問とせざるを得ない事案が存在する。 

 

 ・・・[中略]・・・ 

 

第 1 章 ベヒマンの錯誤並びに条件論の紹介 

一 同一性メルクマール(Identitätsmerkmal)と客体の錯誤との関係 

 

ベヒマンは、第一に、契約が有効に成立するためには、売買の対象を他のす

べての現存する物と区別するための基準、すなわち同一性メルクマール

(Identitätsmerkmal)を充たす必要があるとする。そして、①これが欠けている

場合には、対象の特定性を欠くことになること、②このメルクマールが現に存

在しない対象の上に定められた場合には、契約は客体を欠くことになること、

そして、③同一性メルクマールが、ふさわしくない対象に錯誤によって関連付

けられた場合には、その錯誤は客体の錯誤(error in corpore)になることの三点を

指摘する。この客体の指示の仕方に関して、「厩舎の中の右の馬」という指定が

なされたが、そこには当事者が思っていたのと別の馬がいた場合であっても、 

                                                 
１筆者は現在、別稿において日本における錯誤判例の展開について検討中である。拙稿「日

本法における錯誤論の展開とその課題(一)～(四)未完」大東法学 25巻 1号(2015年)171頁、

同 25巻 2号(2016 年)121 頁以下、同 26巻 2号(2017 年)203 頁以下、同第 27 巻 2 号(2018

年)183 頁以下。 
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